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本装置を取り扱う前に本書の説明をよくお読みください。 

本書は大切に保管してください。 

NEC Express 5800 シリーズ製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。 
本書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにしてください。本装置をご使用にな 
る前に本書およびユーザーズガイドを必ずお読みください(ユーザーズガイドは添付の DVD-ROM に PDF 
ファイルとして格納されています)。また、本文中の名称についてはユーザーズガイドの「各部の名称と機能」 
の項をご参照ください。 


本書およびラベルで使用する記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示します。 

A 

指がはさまれてけがをするおそれが 
あることを示します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがある 
ことを示します。 


けがをするおそれがあることを示し 
ます。 

赢 

爆発または破裂のおそれがあること 
を示します。 

众 

レーザー光による失明のおそれがあ 
ることを示します。 

A 

発煙または発火のおそれがあること 
を示します。 

A 

特定しない一般的な注意•警告を示 
します。 


行為の禁止 


本製品の利用目的について 


本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指 
導対象になっております。ご使用に際しましては、下記の点につきご注意いただけますよう、よ 
ろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行われるお 
それがある場合には、事前に弊社相談窓□までご連絡ください。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社相談窓□までご連絡ください。 

弊社相談窓口：ファーストコンタクトセンター 電話番号: 03-3455-58 〇〇 


安全にかかわる表示について 


③ 

本装置を分解•修理•改造しないでくだ 
さい。感電や火災のおそれがあります。 


ぬれた手で触らないでください。感 
電するおそれがあります。 

⑧ 

指定された場所以外には触らないで 
ください。感電や火傷などの傷害の 
おそれがあります。 

⑱ 

水や液体がかかる場所で使用しな 
し、でくださし、。水にぬらすと感電や 
発火のおそれがあります。 


火気に近づけないでください。発火 
するおそれがあります。 

0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 


霪 

装置の電源プラグをコンセントから抜 
いてください。火災や感電のおそれが 
あります。 

❶ 

特定しない一般的な使用者の行為を 
指示します。説明に従った操作をし 
てください。 

❹ 

必ず接地してください。感電や火災の 
おそれがあります。 



本製品を安全にお使いいただくために、本書の指示に従って取り扱ってください。 

本書には本装置のどこが危険か、どのよラな危険に遭うおそれがあるか、どラすれば危険を避けら 
れるかなどについて説明されています。また、本装置内で危険が想定される箇所またはその付近に 
は警告ラベルが貼り付けられています。 

本書および警告ラペルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用して 
います。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 




人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

A 注意 


火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示し 
ます。 


危険に対する注意•表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよラ 
な意味を持つものとして定義されています。 


A 

注意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれがあることを表します。記号 
の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

例：感電注意 

A 

〇 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示は、 
してはならない行為の内容を図案化したものです。 

例：分解禁止 

② 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、しなけ 
れぱならない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるた 
めにはこの行為が必要です。 

例：プラグを抜く 


(本書での表示例） 


注意を促す記号危険に対する注意の内容危険の程度を表す用語 




1 



△注意 



指定以外のコン1 

電源は指定さ 
外の電源を® 

Z ントに差し込まない 

「れた電圧で、 アース 付きのコンセントをお使いください。指定以 
と火災や漏電の原因となります。 


安全上のご注意 


全般的な注意事項 



人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器 • 原子力設備や機器、航空宇宙機器_輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても弊社はいかなる責任も負いがねます。 


A 霞 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を〇 FF にして電源プラグを 
コンセントから抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原因となります。 


I 針金や金属片を差し込まない 

I 通気孔やフロッピーディスクドライプ、光ディスクドライプなどのすきまがら金属 

~ | 片や針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。 


△注意 

aa\ 

1海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。本装置を海外で 
使用すると火災や感電の原因となります。 


本装置内に水や異物を入れない 

AA 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火 
災や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF 
にして、電源プラグをコンセントが 6 抜いてください。分解しないで販売店また 
は保守サービス会社にご連絡ください。 


電源•電源コードに関する注意事項 





A ⑱| 

AA\ 

0 1 

1ぬれた手で電源プラグを持たない 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

1アース線をガス管につながない 

アース 線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 


△注意 


指定以外のコンセントに差し込まない 

A A 

電源は指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定以外 
の電源を使ろと火災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるよ 
うな場所には設置しないでください。本装置の電源仕様に合っていないコードに 
接続すると、コードが過熱して火災の原因となります。 

クラス01のアース線付き AC コードセットを使用する場合は、接地接続は必ず、 
電源プラグを電源につなぐ前に行ってください。接地接続を外す場合は、必ず電 
源ブラグを電源から切り離してから行ってください。 

A 

たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となる 
おそれがあります。 

1 

I ケーブル部分を持って引き抜かない 

AA \ 

ケープル部分を抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜いてくださ 
い。ケープル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を力□えたりする 

1 とケープル部分が破損し、火災や感電の原因となります。 


|中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこ 

1 りがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 


指定以外の電源コードを使わない 

AA 

本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源コー 
ドに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。また、電源 
コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りください。 

• コード部分を引っ張らない0 • 電源コードをはさまない0 

• 電源コードを折り曲げない0 • 電源コードに薬品類をかけない0 

• 電源コードをねじらない0 • 電源コードの上にものを_せない0 

• 電源コードを踏まない0 • 電源コードを改造•加工•修復しない0 

• 電源コードを束ねたまま使わない0 
參電源コードをステープラ等で固定しない0 

• 損傷した電源コードを使わない。(損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にご連絡ください。） 


1 添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安 
全性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでください。 
火災や感電の原因となるおそれがあります。 


設置•移動•保管•接続に関する注意事項 


△注意 


I フロントマスクやエアダクトに手をかけて持ち上げない 

I 本装置の持ち運びは底面をしっかりと持ってください。フロントマスクやエアダ 

I クトに手をかけて持ち上げないでください。フロントマスクやエアダクトが外 

れ、装置が破損するばかりでなく、落下してけがをするおそれがあります。 


產⑱ 


指定以外の場所に設置しない 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ 
い。火災の原因となるおそれがあります。 

參ぼこりの多い場所0 
• 直射日光が当たる場所0 
• 給湯器のそばなど湿気の多い場所0 
• 不安定な場所0 


安全上のご注意 ■ 

つづ3 



△注意 



AA 


電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

本装置内蔵用オプションやインタフェースケープルなどの取り付け • 取り外しは本装 
置の電源を 0FR こして、電源プラグをコンセントから抜いてから行ってください。た 
とえ電源を OFF にしても電源コードを接続したまま本装置内の部品やケープル、コネ 
クタに触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりすることがあります。 
指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 

インタフェースケープルは、弊社が指定するものを使用し、接続する本装置やコ 
ネクタを確認した上で接続してください。指定以外のケープルを使用したり、接 
続先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。また、イ 
ンタフェースケープルの取り扱いや接続について次の注意をお守りください。 

• 破損したケープルコネクタを使用しない。 • ケープルを踏まない。 

參破損したケープルを使用しない。 • ケープルの上にちのを顏せ 

• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない。ない。 


腐食性ガスの存在する環境で使用しない 




腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな 
ど)の存在する場所に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に 
腐食を促進する成分(塩化ナトリウ厶や硫黄など)や導電性の金属などが含まれて 
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食 • ショート 
し、火災の原因となるおそれがあります。ご不明の点は販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 


お手入れ•内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 





AA\ 

② 


自分で分解_修理•改造はしない 

本装置の説玥書に記顏されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を 
行ったりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電 
や火災の危険があります。 


A 0 


光ディスクドライブの内部をのぞかない 

光ディスクドライプはレーザーを使用しています。電源が ON になっているとき 
に内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー 
光が目に入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません)。 




リチウムパッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムパッテリが取り付けられています。リチウムパッテリを 
取り外さないでください。リチウムパッテリは火を近づけたり、水に浸けたりす 
ると爆発するおそれがあります。また、リチウムパッテリの寿命で本装置が正し 
く動作しなくなったときは、ご自分で分解 • 交換 • 充電などをせずにお買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


電源ブラグを差し込んだまま取り扱わない 


AA 

霪 


お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、本装置内ケーブルの 
取り付け/取り外しは、本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したま 
ま本装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。また、電源プラグはとき 
どき抜いて、乾いた布でぼこりやゴミをよくふき取ってください。ぼこりがた 
まったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 


△注意 


A 


高温注意 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじ 
め本装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたことを確認してがら取り 
付け/取り外しを行ってください。 


A 

AA 


中途半端に取り付けない 

ポードは確実に取り付けてください。中途半端に取り付けると接触不良を起こ 
し、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 

雷が鳴ったら触らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグを抜く前に、雷が鳴りだした6、ケープル類も含めて本装置には触れない 
でください。火災や感電の原因となります。 


運用中の注意事項_ 

A 注意 



ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が本装置内 
部に入って火災や感電の原因となります。 


A0| 


装置の上にものを載せない(装置を縦置きにした場合） 

本装置が倒れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 


製品の讓渡と廃棄について-つづき- 


• 消耗品•本装置の廃棄について 

本体およびハードディスク、フロッピーディスク、 DVD / CD-R 〇 M やオプションのボードソ'(ッテ 
リなどの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。なお、装置添付の電源コード 
につきましても、他装置への転用を防ぐため本体と一緒に破棄してください。詳しくは、各自治体 
へお問い合わせください。 本体に搭載されているパッテリ（右図参照)の廃棄(および交換)につい 
てはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお囿い合わせください。 


A 0 


5kg 以上のものを載せない(装置を横置きにした場合） 

本装置を横置きにした場合、上部に搭顏可能なものの重量は 5 kg 未満です。 5 kg 
以上のものを顏せないでください。装置が変形して故障の原因となるおそれがあ 
ります。 


A 


光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き出したトレーの間がらほこりが入り、誤動作を起こすおそれがあります。ま 
た、トレーにぶつがりけがをするおそれがあります。 


® I 


へツドフォンを耳にあてたまま接続しない 

へツドフォンを耳にあてたままへツドフォンジャツクに接続しないでください0 
耳を痛めるおそれがあります。また、接続前にボリュームが大きくなっていない 
ことを確認してください。 


基 


巻き込み注意 

本装置の動作中は背面にある冷却用ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでく 
ださい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあ 
ります。 


警告ラベルについて 


本装置内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラ 
ペルが貼り付けられています。これは本装置を操作する 
際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただく 
ためのものです(ラペルをはがしたり、汚したりしないで 
ください)。もしこのラペルが貼り付けられていない、は 
がれかかっている、汚れているなどして判読できないと 
きは販売店にご連絡ください。 

ラペルに貼られている内容をよく読んで警告事項を守っ 
てください。 



製品の譲渡と廃棄について 


第三者への譲渡について 


本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡(または売却)するときは、次の注意を 
守ってください。 


參本体について 

第三者へ譲渡(または売却)する場合には、装置に添付されている説明書一式を一緒にお渡し 
ください。 

八ードディスクドライブ内の大切なデータを完全に消去していますか？ 0 S 上からは見 
えなくなっていてもハードディスクドライブ上に残っている場合があります。第三者へ 
のデータ漏洩を防止するために、市販のツールや保守サービス(共に有償)を利用して、 
お客様の責任において消去してください。 


装置の輸送について 


本体およびオプションなどには、リチウム金属電池あるいはリチウムイオン電池を使用していま 
す。リチウム電池の輸送に関しては、航空•海上輸送規制が適用されますので本体およびオプシヨ 
ンの航空機、船舶等での輸送については、お買い求めの販売店、または保守ザービス会社へお問い 
合わせください。 


健康を損なわないためのアドバイス*- 

このコラムでは、コンピュータ機器を使用する上で健康を損なわないため注意していただきたいこ 
とがらを記顏します。身体に負担がかからないよう心掛けましょう。 


• よい姿勢で作業をしましょう0 



參キーポードの角度を調節しましょう0 



P 情報サービスについて 


參ディスプレイの向きや明るさ（ブライトネス） 
コントラストを見やすく調節しましょう。 



• ときどき軽い体操をするなど、気分転換を 
はかりましょう。 



このコラムでは、 Express 5800シリーズに関する情報サービスについてお知らせします。 


參 http://nec8.com 

Express 5800シリーズに関するさまざまな情報が 
盛りだくさんのホームページです。ぜひお立ち寄り 
ください。 

• http://club.express.nec.co.jp 

Express 5800シリーズをご利用のお客様を対象に 
さまざまな特典やサービスを提供する ClubExpress 
のホームページです。 お客様登録や登録の変更もで 
きます。 

• http://www.fielding.nec.co.jp 

NEC フィールディング(株)のホー厶ページです。メ 
ンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 



http :// nec 8. com / 


また、 Express 5800シリーズに関するご質問•ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受け 
しています。(電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おがけくださ 
い〇) 


參添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウェアを第三者に譲渡(売却)する場合には、以下の条件を満たす必要があります。 


ファーストコンタクトセンター 

TEL. 03-3455-5800 (代表） 


-添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと 


受付時間/ 9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


-各ソフトウエアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関する条 
件を満たすこと 


P - その他 


-譲渡、移転が認められていないソフトウエアについては、インストールした装置から削 
除した後、譲渡すること 


本装置を安全に正しく取り扱うための説明や注意事項は、オンラインドキュメントの「ユーザーズ 
ガイド」で詳しく記載されています。 


































































































































































箱を開けてから装置を使えるようになるまでの手順を説明しま 
す。このスタートアップガイドに従って作業してください。 


ユーザーズ ガイドについて 


ユーザーズガイドは 「 EXPRESSBUILDERJDVD の中に格納 
されています。ユーザーズガイドは Adobe ® Reader ™ で閲覧 
できる PDF ファイルで、以下の手順で表示 • 印刷することがで 
きます。 


① Adobe Reader がインス!ルされているコンピュータ 
の電源を ON にする。 

② 添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD をコンピュータの光 
ディスクドライプにセットする。 

オートラン機能により自動的にメニューが起動します。 
セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場 
合があります。そのよ〇 


③ 


な場合は、エクスプ□一 
ラから「マイコンピュー 
夕」を選択し、セットし 
た光ディスクドライプの 
アイコンをダブルクリッ 
クしてください。 

「オートランメニュー」の 
「ドキユメントを読む」を 
ク II ツクする。 



EXPRESSBUILDER は DVD にて提供しているため、 DVD が 
読み込める装置のあるコンピュータでないと各種ソフトウェアのイ 
ンストールをすることができません。 CD - ROM 装置のみのクライ 
アントマシンへソフトウェアをインストールしたい場合は、次のよ 
うな手順にて、いったん CD - R 等へコピーしてから使用してくださ 
い。 

本手順は、クライアントへソフトウェアをインス 
1^ン _ 卜 I -ールする目的に限り、 CD 1枚分のみコピーす 
ることができます。 

① 本装置など 、 D V D が読み込める装置へ 
「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットする。 

② オートランメニューが起動した場合は終了させる。 

③ エクスプローラか5、 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格 
納された以下のファイル • フォルダを八ードディスクドラ 
イブへ コピーす る。 

¥(ルートフォルダ） 

1 - ¥011: version.xml をコピー 
h ¥ar menu 以下すベて 
h ¥ doc 以下すベて 
1 - ¥ win 以下すベて 

④ 手順 ③ にてコピーしたファイル•フォルダをそのままの 
フォルダ構造にて CD - R へコピーする。 

コピーするときは、ルー ト フォルダを一致させてくださ 
い。 

⑤ CD-R へのコピーが 完了したら、手順 ③ にて コピーした 
八ードディスクドライブ上のファイル • フォルダはすべて 
削除する。 

⑧ 手順④で作成した CD - R をクライアントマシンの CD-ROM 
装置へセットする。 

⑦ エクスプローラから、 CD 内の以下のファイルを実行する。 
¥011 ¥ ar — menu ¥ autorun — menu.exe 

(32 bit エディシヨンの場合） 
autorun _ menu _ x 64 .exe 
(64 bit エディシヨンの場合） 

ユーザーズガイドでは、本製品を安全に取り扱うための注意事項 
やスタートアップガイドでは IB 載されていないセットアップに関 
する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明が記載され 
ています。また、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手 
だてやサービスに関する情報も記載されています。本製品を取り 
扱う前にぜひお読みください。 


PDF ファイルを閲覧するためには 、 Adobe Reader 
H ント の日本語版が必要です 。 Adobe Reader はアドビ社の 
Web サイトから無償でダウン□ー ドすることができま 
す （ http :// www . adobe . com / jp / products / acro - 
bat / readstep 2. html ) 〇 

またユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトからダ 
ウン□—ドすることもできます （ http :// nec 8. com / 
— [サボート情報]をクリックしてください)。 


Stepl 添付品を確認する 

梱包箱を開け、次の添付品が椾つていることを確認してください。 



參 


本体 XI 參 

EXPRESSBUILDER パッケージ XI * 1 籲 
スタートアップガイド(本書） XI 參 
保証書 XI * 2 參 

キーボード XI 參 

ゴム足 X 4 * 


電源コード XI 

ご使用時の注意事項 X 1 

お客様登録申込書 XI 

マウス X 1 

エアダクト XI 

FDD ブラケット固定用ネジ 

(CFIMSX3X6X15BRX2* 4 


デパイス固定用ミリネジ ( L - CPIMSX 3 X 4 X 15巳 F ) X 4* 3 
フロッピーディスクドライブ用プランクパネル XI * 3 
SATA ケープル X 2* 6 • セキュリティキー X 2* 4 



• 添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD は、セットアップ 
(または再セツトアツプ)の時に必要となりますので大切 
に保管しておいてください。 


Step 4 ケーブルを接続する 

ケーブルを本体に接続します。 


國 


「ユーザーズガイド」の「八ードウエア編」を参照してください。 

マウス 



'一 0 


-國 

ん一—— S 


シリアルインタフェース 
を持つ装置(モデムなど） 




USB インタフェースを持つ機器 

( USB ポートはフロント側にも2ポートあります s ) 


「ハフ/スイッチング 
ハプ」など 


• 上記添付品は、本体のみのものです。スタートアップ 
パックや BT 0 (工場組み込み出荷)製品などは「組み込み 
製品 • 添付品リスト」をご確認ください。 


*1 EXPRESSBUILDER ノ、。ッケージの内容(こつ〇て(忒 EXPRESSBUILDER 内 
の添付品一覧を参照してください。 

*2 梱包箱に貼り付けられています。 

*3 内蔵フロッピーディスクドライプを搭載した装置構成では本体に実装済 
みです。 

*4 2.5 インチディスクモデルの場合のみ。 

*5 内蔵パックアップデパイスを搭載した装置構成では本体に実装済みで 
す。 

*6 オプションの RAID コント□—ラを搭載した 3.5 インチディスクモデルの 
±昜合のみ添付品となります。 


Step 2 内蔵オプションを取り付ける 

本体内蔵用のオプションを取り付けます(オプションを購入していない 
場合や 「 BTO (工場組み込み出荷)」で本製品を購入されたお客様は 
Step 3 へ進んでください)。 



「ユーザーズガイド」の「ハードウェア編」を参照してください。ま 
た、インス!-ールする 0 S によっては、一部ハードウェアの制限 
があります （ BT 0 モデルを除く）。「ユーザーズガイド」の「導入 
編」を参照して注意事項を確認してください。 


Step 3 本体を適切な場所に設置する 

本体の設置場所を決めます。 


關 


「ユーザーズガイド」の「八ードウエア編」を参照してください。 


以下の環境条件を 
満たした場所 
<動作時> 

室内温度： lot ! 〜3510* 
湿度： 20%〜80% 

温度勾配：±10で/時 
気圧： 749 〜 1040 hpa 
<休止時> 

室内温度： 5° C 〜40で* 
湿度：10%〜80% 

温度勾配： ±15° C / 時 
気圧： 749 〜 1040 hpa 

* 室内温度 15° C 〜25での 
範囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 



本体を縦置きに設置する場合 

装置上面に泠却用のエアダクトを取り付け、 
ロックプレートを浮かせてスタビライザをいつ 
たん取り外し、図のように取り付け直してくだ 
さい。詳細は「ユーザーズガイド」の「設置の準 
備」を参照してください。 


ロックプレート 




本体を横置きに設置する場合 

装置右側面に冷却用のエアダクトを取 
り付け、底面にゴム足を取り付けてく 
ださい。詳細は「ユーザーズガイド」の 
「設置の準備」を参照して < ださい。 



Step 5 bios の設定を変更する 



BIOS の設定を変更する必要のない場合は、電源を 0 N にする前 
に Step 6をご覧ください。お買い求めになられたモデルによっ 
ては、電源の 0 N 後、すぐにシステムのセットアッププ□グラム 
が起動したり、添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD を使って 
セツトアツププ□グラムを起動しなければならない場合があり 
ます。 


ご使用になる環境に合わせて BIOS (巨 asic input Output 
昼 ystem ) の設定を変更します。 



操作方法や設定の詳細については「ユーザーズガイド」の「八ード 
ウェア編」を参照してください。 


システム BIOS の設定変更 


オプションの UPS (無停電電源装置）を接続している場合や、管理ソフ 
トウェアとの機能の連携をする場合にシステム BIOS の設定を変更しま 
す(通常は出荷時の状態でも問題ありません)。設定を変更するために 
BIOS セツトアップユーティリティ 「SETUP」 を起動します。 


① 


② 


③ 


電源を ON にした後、 「 NECJ □ゴが画面に表示された5、 
< Esc > キーを 押す。 


次に示す起動メッセージが画面に表示されるまで待つ。 


< F 2> キーを 押す。 

「 SETUP 」 ユーティリテイが起動します。 


SCSI B 旧 S / ディスクアレイ B 旧 S の設定変更 

オプションの SCSI コント□—ラや RAID コント□ー ラを搭載している場 
合は、それぞれの設定を変更するコンフィグレーションユーティリ 
ティの起動メッセージが表示されます。それぞれのオプションに添付 
の説明書を参照して正しくコンフィグレーションしてください。 


オンポード SATA 使用時の OS によるサポートについて 

3.5 インチディスクモデルでオンボードの SATA コント□ーラを使用す 
る場合、〇 S によりサポートするモードが異なります。 

Windows : AHCI モードまたは RAID モード 

各モードでの BIOS、 ジャンパの設定内容については、ユーザーズガイ 
ドのハードウエア編—システム BIOS のセットアップ (SETUP) を参照し 
てください。 

使用する OS が Windows Server 2008の場合 

BIOS の設定を以下のよラに変更します。 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Enable Multimedia 
Timer」—「Yes」 


Step 6 システムをセットアップする 

オペレーティングシステムをセットアップします。 

< Windows > 

OS がインストール済みのモデルで初めて電源を ON にする場合 

本体の電源を〇 N にすると Windows のセットアップ画面が表示され 
ます。画面の指示に従って必要な設定をしてください。 

0 S がインストールされていないモデルの場合 • 再インストールの場合 

インストールには、添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD をイ吏います。 

① 本体の電源を ON にする。 

② rEXPRESSBUILDERJDVD を本体の光ディスクドライプに 
セットする。 

③ < Ctrl > キーと く Alt > キーを 押しなが5く Delete 〉 キーを 押し 
て再起動させる。 

光ディスクドライプから EXPRESSBUILDER が起動します。 


④[シームレスセット 
アップを実行する]を 
選択し、[次へ]をク 
■ J ツクする。 



⑤ パラメータファイルを使用する場合は、パラメータを□ード 
する。 

[既存のパラメータファイルを使用しない場合] 

「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をク 
リックする。以降は、各画面の指示にしたがって必要な 
パラメータを入力してください。 

[既存のパラメータファイルを使用する場合] 

「パラメータを□—ドする」を選択し、パラメータファイ 
ルのパスをボックスへ入力する。この後、ウイザード上 
でファイルから□ー ドされたパラメータファイルを確認 
する場合は[次へ]を、確認しないでそのままインスI''一 
ルの場合は[スキップする]をクリックする。 

⑧ 自動インストールの開始画面で[実行する]をクリックする。 
以降はメッセージにしたがってください。 


手順⑤でパラメータフアイルを使用してセットアップする場合は、 
フアイル保存用として1 .44 MB フォーマット済みの空きフロッピー 
ディスクを1枚ご用意ください。また、作成したフロッピーディス 
クは、 EXPRESSBUILDER と一緒に保管しておいてください。再 
セツトアップの際にこのフロッピーディスクを使用すれば、パラ 
メータの入力を省略することができます。 



装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していない大 
容量記憶装置コント□ーラに接続された八ードディスク 
ドライブへインストールする場合は、「ユーザーズガイ 
ド」の「導入編」一「応用セツトアツプ」を参照してくださ 
し、。対応コント□ーラの確認は、コント□ーラに添付の 
セツトアップ手順書、またはユーザーズガイドを参照し 
てください。 


• Windows Server 2003 x 64 Editions をインストー 
ルする場合は、 rEXPRESSBUILDERJDVD に格納され 
ているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2003 R 2, Standard x 64 Edition インストレーシヨ 
ンサプリメントガイド」を参照し「マニュアルセットアッ 
プ」を行ってください。 

• 本製品にはフロッピーディスクドライブが搭載されていま 
せん。別売のフロッピーディスクドライブを必要に応じて 
用意してください。 


本装置内のメモリダンプ(デバッグ情報)を採取するための設定を行います。詳 
細については、「ユーザーズガイド」の「導入編」一「障害処理のためのセツトアツ 
プ」をご覧ください。 


Step / EXPRESSBUILDER を使ったセットアップをする 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD に各種ユーティリティが格納されています。これらは Express 5800シリーズが提供するシステム全体 
の運用管理を行うためのユーティリティです。 TCO(Total Cost of Ownership ) の削減、重大障害の未然防止、障害からの早期復旧を実 
現するために、 EXPRESSBUILDER を使ってご使用になる環境に合った状態にセットアップしてください。 

ここでは、 rEXPRESSBUILDERJDVD にある各種ユーティリティについて紹介します ( OS がインストール済みのモデルではあらかじめこれ 
らのユーテイリテイもインストールされているものがあります)。 


M 


「ユーザーズガイド」の「ソフトウェア編」またはオンラインドキュメントを参照してインス I ルやセットアップをしてください。 
ここで記載されていないユーティリティについては、ユーザーズガイドまたはオンラインドキュメントで説明しています。 


「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス （ HTTPS )」 は、お 
客様と NEC をひとつに結び、安心 • 充実した運用と各種サポートを提供す 
る ユーティリティ です。 NEC が提供するサボートサービス体系 
「 iBestSolutions システムサボートサービス」の基礎となるものであり、 
「 ESMPRO / ServerAgent 」 が検出したトラプルやその兆候が現れた際にイ 
ンタ—ネットや公衆回線を介して「監視センター」に通報します。 

これを受け、「監視センター」は、全国430力所以上にある NEC フィール 
ディングの保守サービス拠点のうち、もよりの拠点に指示を 
出し、サービスエンジニアがユーザー先へ出向いて 
トラプルの未然回避や復旧処置を行います。なお、 

ご利用に際しては、別途有償のハードウェア保守 
契約が、通報サービス契約が必要です。 


装置のファームウェアやソフトウェアなどのパージョンの管 
理や、更新を行うユーティリティです。 
ESMPRO / ServerManager によって、自動的にダウロード 
した装置の更新パッケージを、 

システムを停止せずに簡単に 


0 S の再インス|ル（シームレスセツトアツ 
プ)やシステムの診断、各種 OEM - Disk の作成 
など Express 5800シリーズのシステムを構築 
するためのセツトアップユーテイリテイ。 


「シームレスセットアップ」で使用する「パ 
ラメー タファイル」を作成する Windows 
ペースのユーテイリテイ。 


適用できます。 


圖 


ExpressUpdate に未 
対応のファームウェア 
またはソフトウェアの 
更新パッケージが提供 
される事があります。 
これらの更新パッケー 
ジの適用に関しては 
NEC 8番街を参照して 
ください。 


一装置のさまざまな障害情報を収集し、状態の判定 
を行い異常を検出すると、 ESMPR 0/ 
ServerManager ヘア ラート通報を行います。 

一障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測 
する予防保守機能をサポートしています。筐体内温 
度上昇やハードディスクドライブ劣化などを事前に 
検出できます。 

_装置の詳細な八ードウエア構成情報、性能情報を 
取得できます。取得した情報は ESMPR 0/ 
ServerManager を通してどこがらでも参照できま 
す。 



ネツトワーク上に分散 
した サーバを 効率よく 
管理できる GUI インタ 
フエー スを提供する 
ユーテイリテイ。 


Windows ベースの各 
種 ユー ティリティの 
インストールから 
セットアップや保守 
の際に使用する 
〇 EM - Disk の作成な 
どをナビゲートする 
統合支援ツール。 
ユーザー ズ マニュア 
ルなどのドキュメン 
卜の閲覧もできま 
す0 


ESMPR 0 はサーバシステムの安定稼動と、効 
率的なシステム運用を目的としたサーバ'管理ソ 
フトウェアです。本製品を導入することによ 
り、装置の構成情報 • 性能情報 • 障害情報をリ 
アルタイムに取得 • 管理_監視できるほか、ア 
ラート通報機能により障害の発生を即座に知る 
ことができるようになります。 


EXPRESSBUILDER に: 3 いて 


本装置の光ディスクドライプに rEXPRESSBUILDERJDVD をセット 
して起動すると、以下のメニューが起動します。 


①〇 s installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


Step 8 お客様登録をする 

添付の「お客様登録申込書」またはインターネット ( WWW ) を利用して 
登録を行います。 


添付の「お客様登録申込書」に必要事項を記入の上、「エクスプレス受付 
センタ ー J までご返送ください。返送していただいたお客様は、 
rciubExpress 会員」に登録させていただきます。 rciubExpress 会 
員」は、インターネットからも登録手続きが行えます。 

http :// club . express . nec . co.jp 



また、 Exp 「 ess 58 CMD シリーズをはじめとするさまざまな製品の情報 
は以下のインターネット情報サイトにあります。ご覧ください。 

[ NEC 8 番街] http :// nec 8 .com 
以上で Express 5800シリーズのセツトアツプは完了です 0 
ご利用の環境に合わせてその他使用するアプリケーションのインストー 
ルとセットアップをしてください。 

Express 5800シリーズを末永くご利用ください 0 

Express 5800シリーズに関するご質問_ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお 
受けしています。（電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの 
上、おかけください。） 

フアーストコンタクトセンター TE し03-3455-5800(彳戈表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

ー サービスパックの適用について - 


本装置にサービスパック ( SP ) を適用する場合、 SP を単独で適用する 
と起動できなくなったり、動作が不安定になったりします。十分ご注 
意ください。適用方法は SP の添付状況により異なりますので、ユー 
ザーズガイドの導入編またはインターネット情報サイト 「 http :// 
nec 8 .com (8 番街)」を参照してください。 

また 、 Windows Server 2003 Service Pack 2 を適用する場合は、 
「シームレスセットアップ (Windows Server 2003 R 2 を除く）」また 
は「システムのアップデート」で行ってください。装置に 「NEC 
Express 5800シリーズ Windows ® Server 2003 RUR CD - ROM 」 が 
添付されている場合がありますが、使用せず破棄するか、装置に添付 
されているぼかの媒体と異なった場所に保管してください。通常、ご 
使用になられても次のようなメッセージが表示され、セットアップが 
続行できませんが、メッセージが表示されず適用された場合は、再度 
「 EXPRESS 巳 UILDERJDVD から「システムのアップデート」を行って 
ください。このときサービス八°ックを再適用する必要はありません。 


セットアップメッセージ 

この Windows RUR は、この装置には対応していません。 
ご使用の装置を確認してください。 



詳しくはユーザーズガイドの「ソフトウェア編」を参照してください。 
また 、 Windows PC にセツトすると「才ートランメニュー」を表示します。 
メントを参照することができます。 


© Tool menu (Normal mode ) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 
® Tool menu (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS コンソールリダイレクション機能を使用して、コンソールレ 
スにて操作する場合にのみ選択してください。 

このメニューが6各種パンドルソフトウェアのインストールや、オンラインドキュ 


商標について 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic 、 ESMPR 〇は日本電気株式会社の登録商標です。 
Microsoft および Windows、Windows Server、Windows NT は米国 Microsoft Corpo¬ 
ration の米国およびその他の国における 登録商標 または商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 

© NEC Corporation 2009 

NEC の許可なく複製 • 改変などを行うことはできません。 






























































































































































































































